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長瀬です、今日はよろしくお願いいたします。最初に
ちょっとお伺いしたいのですが、みなさんにお配りした
パワーポイント資料に加えて、写真を使いますので、視
覚障害等で画面の説明が必要な方がいらっしゃったら今
教えていていただければ、画面の説明をもう少し丁寧に
するようにします。そういう方いらっしゃったら挙手を
お願いします。
多分、若い方はわからないかもしれませんが、一本足
打法で有名な王貞治という選手がいらっしゃいます。今
はソフトバンクホークスの会長をされています。日本で
も指折りの有名人ですけれども、日本国籍ではないとい
うことがあって、時にその王さんの紹介をする時に、台
湾国籍とか台湾人という言い方がされることがありま
す。これは、蓮舫についても同じような議論があったこ
とかと思います。ただ、王さんは 1940 年に東京で生まれ
てらっしゃいます。その当時、中国を統治していたのは
中華民国でした。そのことから、中華民国国籍であるわ
けです。しかし、現在の日本の空間の中では中華民国と
いう言葉が一種、タブーとなっています。歴史的な存在
としては考えられているけれども、現在の台湾地域を統
治している国家としての中華民国というのは非常に見え
なくなっています。だから、台湾国籍とか、台湾人とい
う表現が、例えば王さんについても使われる。そこを
ちょっと導入にしておきたいです。
これ（真ん中下）が中華民国の国旗です（PPT2）。こ
れ（左上）が清です。台湾を清から、日本が割譲を受け
て、その後、第二次世界大戦、冷戦がありました。朝鮮
民主主義人民共和国が現在の中華民国が存在しているこ
とに非常に影響を持っています。当然、米国、そして中
華人民共和国も大きな関係を持っています。台湾の独立
運動の旗（右上）というものもあります。ただ、さっき
の清の前のことを考えると、ご覧になった方もいると思
いますが、『セデック・バレ』という、魏徳聖（ウェイ・
ダーシェン）監督が霧社事件という先住民が蜂起した事
件を取り上げた映画でした（なお、マレー、ポリネシア
の語族の発祥の地が台湾です）が、そこで描かれていた
先住民の存在ということも忘れることはできないと思い

ます。
今日の話は、中華民国政府、台湾を統治している中華
民国政府と、障害者権利条約というミックスで日本と世
界がどういうことが学べるのかがテーマです。障害者権
利条約の国際的批准と現在の審査状況、それから、中華
民国の独自審査の経緯、そして 2020 年に日本は初めての
審査を迎えますけれども、その審査に向けてどういった
ことが学べるのかといった点について、一緒に考えてい
きたいと思います。特に日本は、2020 年の初めての審査
に向けて、現在、パラレルレポートと呼ばれる、民間の
市民社会、そして障害者団体が情報提供をする取り組み
を、例えば日本障害フォーラムですとか、DPI 日本会議、
日本障害者協議会（JD：Japan Council on Disability）、が
今まさに行っていますので、そうした取り組みに、台湾
の取り組みがどういうふうに参考になるのかという点
も、考えていきたいと思います。
ご覧頂いているのは、スイスのジュネーブの国連、ジュ

ネーブ事務所です（PPT4）。昔は国際連盟がこの国連の
建物を使っていたわけですけれども、現在は国連のジュ
ネーブ事務所が使っています。そこに障害者権利条約の
実施状況モニタリングを行う、障害者権利委員会の方た
ちがいらっしゃいます。けれども、日本の石川准さんの
ように、普段みんな自分の仕事があります。テレジア・
デゲナーさんは大学の教員、韓国のキム・ヒュンシック
さんも大学の教員、あと、障害者団体のリーダー、今は
視覚障害の方が非常に多いですね。中国の尤亮（ユー・
リャン）さんは中国障害者連合会の方ですね。中国から
は二人目の委員として出ています。審査はこの専門家た
ち 18 名がジュネーブにやってきて、そこで年 2回行われ
ています。
ご覧頂いていますように、非常にジェンダーバランス
が悪いのです（PPT5）。現在、女性は委員長であるドイ
ツのテレジア・デゲナーさんだけです。障害者権利委員
会のこれまでの審査経過とこれからの審査予定を少しだ
け紹介しますと、2011 年の 4月に権利委員会は審査を開
始しました。今年の 3月にあった第 19 回会期、それが終
わった段階で68本の審査が終了しています。2011年の 4
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月に、まさにあの「アラブの春」を経験していたチュニ
ジアから審査を開始いたしました。例えば、今日この後、
お話ししていただくコスタリカは、2014 年 3、4 月に第
一回の審査を終えてます。香港とマカオを含む中国が本
当に早い段階で審査を受けているというのは非常に評価
できると思います。コスタリカもそうです。この審査は
提出順に行われます。日本は今 28 番目ですので、毎回の
会期に、今 7本ずつやっているので、順当にいけば 2020
年の春、2、3月に審査が行われる見込みになっています。
これは国連が作った批准状況です（PPT7）。空白のと
ころは批准してないところで、青は条約本体の批准、赤
は条約と選択議定書両方を批准しています。選択議定書
は、例えば日本でしたら最高裁まで争って、それでもま
だ納得できない、この事件については条約違反だという
ような主張をするときに、委員会にさらに訴えることが
できるんですね。そちらも批准しているところが、この
赤いところです。署名だけして批准はしてないのが黄色
いところで、大きいところですとやっぱり、目立つのは
米国です。米国の場合にはオバマ政権の時に署名まで
持ってきましたけれども、上院で数票足りなくて、批准
までいけませんでした。米国の主権の方がこうした国際
条約よりも上にあるべきだという伝統的な共和党の議論
が強くて、どうも批准する見込みは現在のところない状
況です。ただ全体的に、条約の批准数は現在、177 で、ま
だ批准してない国連加盟国はもう 19 しかない状態です。
非常に早いペースで多くの国が批准をしています。
それ自体は非常にめでたいことですけれども、他の人
権条約と同じように、国際人権条約に加わる、批准をす
ること自体のコストはあまり高くありません。批准は、名
目的、表面的な賛成です。でも、実際にそれぞれの国の
中で、どれだけ真剣な努力がなされているのかというの
は非常に議論があるところです。辛辣な人からすると、例
えばこの国連の人権条約の仕組みというのは、国連の仕
組みの中で最も弱いものであると、そういう厳しい指摘
もあります。ただ反面、日本の方はご理解頂けると思い
ますけれども、例えば障害者差別解消法のような法律が
できて、曲がりなりにも合理的配慮の提供が義務付けら
れるということは、仮に障害者権利条約がなかったとし
たら、たぶん日本では今でもそういう法律はないでしょ
う。それを考えると、条約の存在が全く無意味であると
いうのも、極論のようにも思えます。しかし、国連の条
約の審査体制全般については非常に辛辣な批判があるの
も全くその通りです。ただ、あとで申し上げますけれど
も、その弱点を、中華民国（台湾）の審査が結構補って

いる部分は後でご紹介を申し上げたい。
今年は世界人権宣言の 70 周年ですけれども、この世界
人権宣言が障害者権利条約の起源です。世界人権宣言を
作るのに大きな役割を果たしたのは、エレノア・ルーズ
ベルトです。彼女の夫だったのが、フランクリン・デラ
ノ・ルーズベルト大統領、この大統領は日本が戦ってい
た時の米国の大統領だったわけです。彼が、結構日常的
に車椅子を使用していたわけですけれども、それは国民
には隠されていました。エレノア・ルーズベルトのパー
トナーだったということでご紹介申し上げました。フラ
ンクリン・デラノ・ルーズベルトが、第二次世界大戦中
に亡くなりました。その後で、世界人権宣言が 1948 年の
国連総会（この時の国連総会はパリで開かれていました）
において採択されました。世界人権宣言という、現在の
人権の大きな枠組みが作られたのです。そして第2条で、
「すべて人は人種、皮膚の色、性、言語、宗教、政治上そ
の他の意見、国民的若しくは社会的出身、財産、門地そ
の他の地位又はこれに類するいかなる事由による差別を
も受けることなく、この宣言に掲げるすべての権利と自
由とを享有することができる」と規定しました。ここに、
はっきりと障害という言葉が入っていないというのは、
現在の時点から考えると大きな欠落だと考えられます。
もちろん「これに類するいかなる事由による差別」とい
う文に障害も当然含まれると解釈はされます。しかし、こ
こには入っていません。
注目して頂きたいのは、この二条の第 2項で、「さらに、

個人の属する国又は地域が独立国であると、信託統治地
域であると、非自治地域であると、又は他のなんらかの
主権制限の下にあるとを問わず、その国又は地域の政治
上、管轄上又は国際上の地位に基づくいかなる差別もし
てはならない。」という、こちらのほうです。当時圧倒的
に世界の途上国は植民地でした。アフリカもアジアも、大
部分の地域は植民地でした。そのことを念頭にこの第 2
項は盛り込まれました。しかし、今の環境の中で振り返っ
てみると、中華民国が統治する台湾は、この第二条の 2
項に分類されるとも考えられる。そして、そこに住んで
る人たちの人権をどうやって守るのかというのが、課題
としてこの世界人権宣言からも読めるのではないかと思
います。
先ほど申し上げた、中華民国と台湾が混同される、特
に日本のメディアは圧倒的にそういう傾向が強い。その
ことによって、中華民国という台湾を統治している存在
が非常に見えなくなっている。ただ、台湾を統治してい
るというのもちょっとまた微妙なところがあって、澎湖
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諸島に加えて、大陸側の馬祖（マソ）と金門（キンモン）
島を巡っては非常に激しい戦いがあったわけですけれど
も、そこを含めて統治をしているのが中華民国という政
治的な存在です。
世界人権宣言をもう一度ちょっと見てみますと、これ
が 48 年に作られた時にエレノア・ルーズベルトが委員長
でしたが、中華民国という国際連合の常任理事国になっ
た中華民国からも張彭春さんという方が、この世界人権
宣言の起草委員に加わっていらっしゃいました。中華民
国の政治的な位置をちょっと振り返りますと、日清戦争
により台湾は清から日本に割譲され、その後、『ラストエ
ンペラー』という時代になるわけですけれども、孫文が
臨時総統として建国、そして 1931 年の満州事変、37 年
の盧溝橋事件、ここで本格的な日中戦争になりました。日
清戦争を第一次日中戦争と呼ぶならば、この 37 年からの
戦争は第二次日中戦争と呼ばれることがあります。45年
に国民党政権下の中国は対日勝利を遂げました。そして
戦争に敗れた日本から台湾を接収し、国連の安保理常任
国にも就く。しかし、その後、国共内戦において中国共
産党が勝利をし、中華人民共和国が成立しました。そこ
で、中華民国は台湾に移転する。この段階で、中華民国
政府は亡命政権となったという見方をする政治学者もい
ます。
先ほど北朝鮮の国旗を示しましたが、この 49 年の段階
では米国は台湾海峡に防衛ラインを引いていなかった。
台湾も中国共産党の支配する地域になるのはもう必定と
米国も思っていましたが、1950 年、金日成にスターリン
が承諾を与える形で朝鮮戦争が勃発すると米国は台湾海
峡でラインを引きました。ですから、金日成が台湾を救っ
た、もしくは作った、つまり朝鮮戦争がなければ、現在
の中華民国という存在は多分なかっただろうとみること
ができるわけです。1952 年に日華平和条約が締結され、
それからニクソンショック、国連脱退がありました。こ
のニクソンショック、国連脱退の 70 年、71 年当時、私
は中学生でしたけれども、中学校の社会科の議論で、中
華民国、その時は国府といいましたが、国民党政権を国
連が認めるべきなのか、それとも中華人民共和国を国連
が認めるべきなのかという議論をしていたのをよく覚え
ています。中華民国は国連を脱退し、72 年に日中国交正
常化、そしてそれに伴って中華民国との国交断絶があり
ました。そこから、先ほど申し上げた中華民国の不可視
化と、そして中華民国という言葉が使われなくなる。そ
ういう政治空間、メディア空間が生じていくわけです。
現在中華民国を承認しているのは 19 カ国です。1）これ

を多いと見るのか少ないと見るのかは議論のあるところ
だと思いますが、現在 19 カ国が中華人民共和国ではなく
中華民国を承認しています。その中華民国政府と国際人
権条約の関係ですけれども、48 年の世界人権宣言の採択
に中華民国政府は非常に深く関与しました。しかしその
後 49 年に戒厳令が布告され、中華民国、台湾自体の人権
状況というのは非常に大きな抑圧を迎えていきます。世
界で一番長い戒厳令が49年から87年まで敷かれます。そ
して冷戦が終わって、90 年代に入って民主化をして総統
の民選も行われる。この段階ぐらいから人権というのに
も非常に着目がされる。そして、2000 年に長く統治して
きた国民党政権から民進党への政権交代が、選挙によっ
て行われ、その段階から国際的な人権条約への取り組み
が真剣に始まる。例えば、2007 年に女性差別撤廃条約の
署名、2009 年に女性差別撤廃条約の初回報告審査が行わ
れます。
しかし、これはすべて、先ほどご紹介したジュネーブ
の国連の機関では行われません。あくまで中華民国政府
が独自に国連のシステムとは別のトラックで、自分たち
の法律で、中華民国政府の法律で条約を署名する、批准
する、そして、自分たちが委嘱した専門家による審査を
行うのです。2009 年に自由権規約・社会権規約の批准、
そしてそのための国内施行法が実施され、2013 年に自由
権規約・社会権規約の初回の審査が行われます。2014 年
に障害者権利条約と子どもの権利条約の批准を国内法に
よって行います。女性差別撤廃条約の 2回目の審査も行
われました。2017 年に社会権規約・自由権規約の 2回目
の審査、そして障害者権利条約と子どもの権利条約の初
回の審査が行われました。台湾の人権状況に関してはい
ろんな議論がありますけれども、例えば2017年の5月に、
昨年の 5月に立法院、まあ裁判所ですね、日本の最高裁
にあたるところが同性婚を容認しました。これは多分ア
ジアの中では一番はじめの例であり、非常に高い評価を
受けています。
障害者権利条約の審査に移りたいと思います。中華民
国政府が独自に招聘した障害者権利条約国際審査会のメ
ンバーが担当しました。誰が務めるかは重要です。例え
ば日本は 2020 年に審査を受けて、総括所見という勧告が
出される予定です。その名前からして拘束力はありませ
ん。ですから、どういう人たちがそれを作るのか、それ
によって勧告の重みも違ってくる。台湾の場合には非常
にいいメンバーが、私以外は揃いました。スウェーデン
の自立生活運動の本当に国際的なリーダーのアドルフ・
ラツカ、米国のマイケル・スタイン、カナダのダイアン・
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リッチラーです。マイケル・スタインは、ハーバードで
障害法のプロジェクトのリーダーをずっと務めている、
本当に専門家です。ダイアン・リッチラーはインクルー
シブ教育の国際的なリーダー、権威です。そしてダイア
ン・キングストンです。彼女は障害者権利委員会委員を
一期務めて、副委員長もしていた、本当に素晴らしいメ
ンバーです。青天の霹靂で私は最後に入らせていただき
ました。私が委員長になったのは同じアジア地域からと
いうことです。国連の審査はたいてい同じ地域からのメ
ンバーが審査担当を務めるということで、私が委員長を
務めることになったわけです。
今回のメンバーで審査の実際の経験があるのは、イギ
リスのダイアン・キングストンだけでした。ダイアン・
キングストンの経験は非常に貴重なものでした。メン
バーの選び方ですけれども、市民社会の推薦を受けて、副
総統による委嘱を受けたものです。アドルフ・ラツカ、マ
イケル・スタイン、ダイアン、リッチラー、ダイアン・
キングストン、「ああ、こういう人たちは本当にもうすご
い専門家だな」というのが、よくわかるメンバーでした。
台湾が独自に実施した他の人権条約では現役の国連の
委員が引き受けた例もあるようですけれども、今回、障
害者権利委員会の現役委員は、中華人民共和国との関係
から、「この審査を絶対引き受けるな」というお達しが
あったようです。当初は、現役の委員が一人、「やる」と
引き受けていました。実際私も審査の前、昨年の春、ジュ
ネーブに行って委員会の傍聴をした際にその委員と、
「じゃあ今度台湾で一緒にやろう」というような話もして
いたのですが、その彼が委員会に相談したところ、「絶対
に引き受けるな」ということで、その委員は引き受けら
れませんでした。私たち 5名は、これを引き受けるとい
うことで、中華人民共和国との関係、委員個人個人の中
華人民共和国との関係が悪化する、そういう政治的な懸
念を飲み込んだ上で、みんなが引き受けたわけです。
審査自体は 10 月 30 日から 11 月 3 日まで、台北で行わ
れました。これは一番初めの時で真ん中にいらっしゃる
のは副総統、右側の方が副大臣です（PPT17）。非常にあ
りがたいことに、DPI 日本会議の平野みどり議長や議長
補佐の崔栄繁さん達も精神的な応援団ということで審査
会場に来てくださって大変ありがたかったです。台湾審
査とパラレルレポートの流れをもう一回振り返ります
と、2014 年の 8月に国内法によって批准を行い、その施
行法が 2014 年の年末に効力を持ち、条約全体が台湾で効
力を持ちました。そして 2015 年の 10 月に政府内での報
告を書くためのワークショップが開始されました

（PPT19）。非常にたくさんのワークショップが開催され
ました。大規模なものが 2回、小規模なものが 56 回、そ
れから 2016 年に入ってから公開フォーラムも開会され
ました。障害のある方が講師として、政府のそれぞれの
部局の担当者に説明をする公開フォーラムが全部で 10
回開催されたと伺っています。
ご承知のように条約が作られる時には、「Nothing 
About Us Without Us」、つまり「私たち障害者を抜きに
して、私たちに関することを決めないでください」が繰
り返し言われました。それは条約の中では第四条（一般
的義務）の 3項に盛り込まれています。「締約国は、この
条約を実施するための法令及び政令の作成及び実施にお
いて、並びに障害者に関する問題についての他の意思決
定過程において、障害者（障害のある児童を含む。以下
この 3において同じ。）を代表する団体を通じ、障害者と
緊密に協議し、及び障害者を積極的に関与させる」。つま
り、障害者ときちんと協議して障害者政策を進めなさい、
この条約を実施しなさい、と第四条の 3項が述べていま
す。
また国内における実施及び監視についての第三十三条
において、市民社会、特に障害者及び障害者を代表する
団体は、監視の過程に十分に関与し参加すると規定して
います。第四条 3項の方では、障害者だけとの協議を求
めていますが、三十三条はもっと幅広い市民社会、例え
ば大学なども含まれますけれども、市民社会が参加する
ことを求めています。障害者の参加は非常に重要なポイ
ントで、障害者権利委員会は障害者の参加に関する一般
的意見という、条約の中でも重要な問題に関しての詳し
い解説を現在策定中で、今年中には採択をされる予定で
す。2）日本障害者リハビリテーション協会がこれを翻訳
して、ウェブで公開してくださる予定です。
中華民国の初回報告は 2016 年の 12 月に中国語、繁体
字を使った中国語で作成をされました。2017 年の 2月ま
でには我々、委員の任命が終わって、2017 年の 3月に初
回報告の英語版が公表されました。この時点で一部のパ
ラレルレポートも届きました。この初回の報告が、我々
の手元に届いた段階で、障害者権利委員会と同じように
リスト・オブ・イシューズ（list of issues）、事前質問事
項の作成を開始しました。これは、日本の審査の時もそ
うですけれども、政府報告があって、それを受けて、パ
ラレルレポートと呼ばれる市民社会、障害者団体からの
レポートが出されます。その両方を権利委員会は見て、重
要だと思われる事項、それはイシューズ（issues）ですけ
れども、そういう事項について政府に対して質問を作り
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ます。それを事前質問事項と呼んでいます。その作成を
私たちは開始しました。我々は 5名ですので、委員会よ
りも非常に恵まれています。委員会の場合は一つの会期
で、通常 7ヶ国の審査を行います。そして、一人の委員
が国別報告者という形でその国の審査全体のまとめ役を
務めます。他の委員会の場合には国連の事務局、人権高
等弁務官事務所が事前質問事項や総括所見の草案を作り
ます。しかし、障害者権利委員会では、最近にできた委
員会ということがあってか、基本的に委員一人一人がそ
の作業をやっています。ですから、人権高等弁務官事務
所のスタッフも、「ああ、次は障害者権利委員会だ、よ
かった、楽だ」という雰囲気です。他の委員会だと、女
性が圧倒的に多いんですけれども、スタッフが起草作業
をしなければなりません。でも、障害者権利委員会の場
合は委員一人一人、石川さんもそうですけれども、一人
一人が多くの実質的起草作業を担っているので委員の負
担が大きいわけです。
我々の場合は、台湾だけで 5名もいますから、手分け
をしてやるということができて、そういう意味では非常
に恵まれていると思いました。それでもキングストン以
外は初めてなので、キングストンにどういうふうにやれ
ばいいのかをよく相談して進めました。作り方ですけれ
ども、キングストンに言われたのは、最初からパラレル
レポートと政府報告を読んで、台湾にはどういった勧告、
総括所見が必要かを最初に考えなさい、書かなくてもい
いけど頭の中に描くように言われました。例えば、合理
的配慮がないのは差別だという法的規定がないは明らか
でしたから、だったら合理的配慮がないのは差別だと法
的に規定することを勧告する。最初にそれを考える。そ
れを確認するための事前質問事項を作る。その時には、パ
ラレルレポートと政府報告がベースとなる。ただし政府
報告とパラレルレポート、台湾の市民社会から提示され
たものからも重要事項が抜けている場合もあるので、そ
の場合には委員会、我々の場合、国際審査委員会がそれ
を補填する質問を作ると考えました。
通常は日本の場合もそうですけれども、事前質問事項
を審査がある前の会期、つまりおおむね半年前の会期で
障害者権利委員会が採択します。その時に、例えば日本
でしたら 2020 年の 3 月とか 2 月に審査があるんだった
ら、2019 年の 9 月頃に事前質問事項の採択があります。
その時に、日本の、例えば日本障害フォーラム（JDF）の
人だったり、日弁連の人がジュネーブに行って、委員会
に意見を述べたり、ロビーイングができます。そういう
機会が台湾の場合はなかったので、6月に政府にお願い

して、市民社会対象にワークショップを行いました。そ
の後、7月までに事前質問事項を数か月かけて作りまし
た。パラレルレポートでは、作業を開始した 4月の時点
では一部しか揃ってなくて、そのあとから届いたパラレ
ルレポートも非常に良かったので、それを随時反映させ
る形で事前質問事項を作りました。政府はすぐにそれを
中国語に翻訳しました。それが 7月でした。そこから暇
になるかというとそうではありませんでした。キングス
トンに即、総括所見を書きなさい、もう頭の中で考えて
いたでしょう、それを今度は書きなさいと言ってもらい
ましたので、総括所見第一次案作成を開始しました。
事前質問事項への回答は政府の義務です。9月に政府
からの回答、結構分厚いものが届きました。そして、市
民社会からも事前質問事項への回答が届きました。それ
を受けて総括所見勧告の第一次案に手を入れ第二次案を
作成しました。それを持って、10 月下旬に台北入りしま
した。建設的対話―委員が政府の人に質問して答えを得
る対話―を 3日間かけて行い、市民社会との対話も行っ
て、総括所見という勧告を出しました。ですから、建設
的対話前にすでに準備してきた総括所見案が、最新の情
報に基づいた本当に適切な勧告であるか最終確認を行う
場として建設的対話がありました。
私たちは、キングストンの指南に従った手法で進めま
したが、これはあくまでキングストンのやり方で、委員
一人一人違ったスタイルがあります。ギリギリまで総括
所見を作らず、例えば英語ネイティブで本当にギリギリ
になってジュネーブで作る方もいるかもしれませんが、
私のように英語がネイティブでないとある程度、審査の
前に形にして作っておかないと難しいので、キングスト
ンのこの手法は非常に参考になりました。まず総括所見、
つまりその国の障害者政策の課題を把握して、勧告案を
イメージし、それに基づいて事前質問事項を作り、総括
所見原案を作る。政府と市民社会からの事前質問事項へ
の回答を受けて修正する。
実際の建設的対話、審査の時には公式には一時間程度
のプラベート・ブリーフィングがあります。冒頭で 20 分
間、市民社会、例えば日本なら日本の障害者団体等が一
番大切な問題について話をします。それに対して、委員
が15分くらいでいろいろな質問をします。その質問に対
して、残りの 25 分程度で市民社会側が答えます。その一
時間程度のブリーフィングで答えられない場合には、お
昼休みですとか夕方など委員会が開催されていない時間
帯に回答するようにします。また、様々な機会にロビー
イングを行って、自国の障害者政策の問題点を指摘して、
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最終的な勧告に結びつけるという努力をします。
委員会は、建設的対話、つまり政府との対話を行って
総括所見案を修正し、勧告を完成します。日本の私たち
の場合で考えると、今行っている作業は、総括所見に向
けての事前質問事項案のパラレルレポートの第 1弾作り
です。日弁連はすでに第一次草案を作って、今、日弁連
内部での様々な委員会との検討、調整を進めている段階
です。私は、日本障害フォーラム（JDF）の障害者権利
条約委員会の副委員長をしていますが、JDFの我々の場
合は、各団体から各条文についての意見出しの第 1ラウ
ンドが今終わったところです。それをまとめて、パラレ
ルレポート第 1弾を作って、事前質問事項採択の作業部
会でのブリーフィングを行います。その後は、事前質問
事項を受けて、パラレルレポート第 2弾を今度は審査の
直前に出して、勧告案をさらに明確にしていきます。そ
して、建設的対話前のプライベート・ブリーフィングを
行います。ですから、私たちのパラレルレポートも、最
初に課題を意識して総括所見案を作り、最後に事前質問
事項案を作る、これがかえって易しいのかなと思ってい
ます。
台湾の独自審査にはいくつかデメリットがあって、そ
れは鏡の裏返しで通常の委員会の審査での強みになって
いるところです。まず台湾の場合には審査を受ける中華
民国政府自体、総統に我々は審査を依頼されました。そ
して、中華民国の審査の事務局を日本の厚労省に相当す
る政府部局がしていました。これは非常に良くない。審
査の過程の中で、厚労省批判は当然たくさん出てくる。そ
こが事務局を務める構造は良くありません。国内人権機
関、日本もありませんが、もし台湾型で独自に行うので
あれば、国内人権機関を設置して、そこが事務局を務め
るというのが必要ではないでしょうか。あと、委員の数
が少ない。先ほどご紹介しましたけれども、ジェンダー
バランスは女性が二人いて、我々の国際審査委員会の方
が圧倒的に良いのですが、障害の多様性の課題がありま
す。例えば知的障害者や、精神障害、ろう者など、国連
の委員会は障害の多様性を反映しています。けれども、そ
うした多様性が欠けている。こうした点は独自審査のデ
メリットです。
ただ逆に、この独自審査のメリットは、建設的対話が
3日間もとれることです。例えば日本の場合もそうです
けれども、国連の委員会では 1日、つまり 6時間しか建
設的対話がありません。6時間で日本の障害者政策の多
岐にわたる問題点に関して委員に理解を深めてもらう、
そういう本来の意味での建設的対話をするのは、まあ正

直無理です。でも台湾の場合には、それが3日間ある。政
府との対話もそうだし、市民社会との対話も非常に深み
が出てくる。それは現在の国連審査のデメリットであり、
台湾独自型のメリットです。さらに我々は一つの審査に
集中できますが、委員会の場合には 4週間の会期で 7ヶ
国の審査を行いますから、ものすごい情報量です。真面
目な委員は真面目にレポートを読んでいます。残念なが
ら真面目でない委員は読んでいません。この前もある論
文を読んでたら、ある委員のその委員会への貢献はいび
きの音だけだったというものすごいことが書いてありま
した。幸いなことに障害者権利委員会ではそういう例は
聞いたことがありませんし、多くの委員はやる気に満ち
ているし、障害者運動のリーダーもいるので、とても恵
まれていると思います。それでも、集中することは、や
はり 7ヶ国ということで非常に難しい。それに比べれば
台湾の場合には、台湾審査に集中できます。ですから、私
は、今回の審査を実際に行ってみて、石川さんはじめと
する権利委員会の人たちの偉さがよくわかりました。で
すから、例えば石川准さんに会ったら、本当に偉いこと
をやってくださっていてありがとうございますと皆さん
からもお礼を言ってください。
ジュネーブは遠いうえに、とても物価が高いところで
す。ラーメン一杯が例えば 2,500 円とか 3,000 円するよう
なところです。ジュネーブのように遠くでしかも物価が
高いところではなく、地元での開催によって、障害者を
含む市民社会の広範な参加が可能となっているのも大き
なメリットです。そして、市民社会、障害者だけではな
くて、政府の官僚、行政官も幅広く参加できるの明らか
にこの独自審査のメリットだと思います。
締約国からの報告が、例えば日本の場合でも、提出が
2016 年で審査が 2020 年というように 4年ぐらい待たさ
れて、情報が相当腐ってしまうということがあります。し
かし、台湾の場合には、迅速に審査ができるのはメリッ
トです。そして、地元での開催によって、審査の場、知
的障害の人やろうの人たち、自立生活運動のリーダーが
積極的に発言をすることが実現できています。
高雅郁さんには台湾政府からのサポートととして、私
のアシスタントをしていただいて、本当にありがとうご
ざいました。我々は総括所見を最終的にまとめるために、
ホテルの部屋に缶詰になって夜まで頑張りました。でも
本当にいいメンバーで、非常に大変な作業でしたけれど
も、とっても楽しかったです。3日間かけて建設的対話
をして、4日目の木曜日に丸一日かけて総括所見を締め
切りの夜 12 時まで取り組んでも完成せず、なんとか翌金
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曜日 3日の午前中に作業を進め、同日の午後に総括所見
を大臣に手渡すことができました。まだ翻訳中なんです
けれども、そのうち arsvi.com にも、掲載できると思い
ます。
総括所見の中身は少ししか紹介できませんが、例えば
日本で問題になっている優生学的な法律、優生保健法が
あります。その被害者がどれだけいるのか、それが明ら
かになってないっていない。つまり、台湾でも同じよう
な課題があると思いました。あとは、差別の定義がはっ
きりしてないことや、合理的配慮の欠如が、差別として
提示されてないのが非常に大きな課題です。また、審査
の体制や、国内人権機関を現政権は作ると公約している
のですが、独立した人権審査機関を作るのが非常に重要
な課題であるという勧告を出しました。審査が終わって
我々は、「あー、終わった。」ということで帰ったわけで
すが、そこから台湾の市民社会、障害者団体は非常に熱
心に、たとえば、総統府の前で徹夜をするなどして、こ
の総括所見の実施を求める積極的な取り組みを行ってい
ます。ある委員は、「私たちの審査は国連の正規の枠組み
の外で行われたにもかかわらず、正規の枠組みで行われ
た多くの審査よりも影響力を持ちつつあることをうれし
く思う」と述べています。その通りだと思っています。こ
の経験をもとに、ミャンマーや、生存学研究センターが
共催という形でシンガポールにおいてパラレルレポート
ワークショップを行っていますけれども、こうした取り
組みも、台湾での経験を生かして行っています。今年は
ラオスでもできるかなと思っています。
最後のまとめになります。中華民国（台湾）の審査の
特徴は、国連のシステム以外で、多分唯一本格的に行な
われている人権条約の審査だという点です。中華民国政
府には、国際的に認めて欲しいという政治的な野心もも
ちろんあります。ただ、同時にこうした仕組みを行い、き
ちんと国際的な人権の取り組みを独自に行っている点
は、一定程度評価できると思います。それは世界人権宣
言の第二条の実施の一つの形であり、障害者権利条約の
実施の一つの形です。通常の審査ができていない点を、あ
る程度埋めるような形で行われている点もあります。そ
れは今後、国連の条約審査全体の仕組みを見直す際にも
プラスに役に立ったり、参考にできたりする要素もある
と思います。
以上、駆け足でご説明させていただきました。ご静聴
ありがとうございました。

注
１）その後、ドミニカ共和国とエルサルヴァドルが中華人民共和国

に切り替えて、中華民国承認国は 17 か国となった（2018 年 11

月 13 日時点）。

２）障害者権利委員会は、第 20 会期最終日の 2018 年 9 月 21 日に障

害者の参加に関する一般的意見第 7号（CRPD/C/GC/7）を採

択した。
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